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平
成
二
十
八
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月

六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
十
六
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
知
事
か
ら
、
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
き
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進
、
世
界
湖
沼
会
議
を
契
機
と
し
た
霞
ヶ
浦

の
水
質
浄
化
、
犯
罪
被
害
者
の
支
援
体
制
強

化
、
文
化
振
興
条
例
の
推
進
と
基
金
の
活
用
、

老
朽
原
発
の
廃
炉
、
本
県
に
お
け
る
女
性
活

躍
の
推
進
、
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
を
踏
ま

え
た
総
合
治
水
対
策
、
原
子
力
行
政
に
係
る

情
報
の
一
元
的
な
発
信
、
農
業
後
継
者
の
確

保
育
成
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。（
二
～
三
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、

茨
城
県
北
芸
術
祭
の
情
報
発
信
、
関
東
・
東

北
豪
雨
で
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の

取
り
組
み
、
鹿
行
医
療
圏
内
の
二
病
院
の
再

編
統
合
に
向
け
た
県
の
支
援
、
常
総
市
の
被

災
農
地
の
復
旧
状
況
、
入
札
契
約
制
度
の
見

直
し
、
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
な
ど
を
議
論

し
ま
し
た
。（
四
～
五
面
）

　

大
規
模
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、

参
考
人
か
ら
災
害
対
策
の
在
り
方
を
、
執
行

部
か
ら
災
害
対
策
の
現
状
な
ど
を
聴
取
し
、

活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
調
査
方
針
お
よ
び
調
査

活
動
計
画
を
決
定
し
た
後
、
執
行
部
か
ら
競

技
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

聴
取
し
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
報
告
な
ど

の
十
五
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 今

定
例
会
の
概
要

【お問い合わせ】 茨城県北芸術祭実行委員会（茨城県企画部県北振興課）　TEL 029-301-2727
　　　　　　　 公式ホームページ　www.kenpoku-art.jp 　　Kenpoku Art 2016 茨城県北芸術祭

作品鑑賞パスポート
会期中、茨城県北芸術祭の作品を鑑賞でき
るおトクなチケットを販売しています。全
国のコンビニ、プレイガイドなどでお求め
いただけます。

［販売価格］
一般：2,500円／前売り2,000円
学生・高齢者（65歳以上）：1,500円／
　　　　　　　　　 前売り1,000円
中学生以下、身体障害者手帳、療育手帳およ
び精神障害者保健福祉手帳の交付を受けてい
る方並びに付添いの方：無料

今秋、9月17日～ 11月20日、県北地域の6市町（日立市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、常陸大宮市、大子町）を舞台に、
県内初となる現代アートの国際的な芸術祭が開催されます。
県北地域の豊かな自然と人々の生活に新たな息吹を吹き込む芸術祭にご期待ください！

海か、山か、芸術か？
「KENPOKU ART 2016 茨城県北芸術祭」開催！

公式ガイドブック
茨城県北芸術祭の見どころや、各市町に展
開される芸術作品のガイドはもちろん、飲
食店情報や現地までのアクセス情報、宿泊
情報など、芸術祭を巡るための必須アイテ
ムです。
8月中に全国の書店で販売します。
ぜひお買い求めください！

［販売価格］1,300円

サポーター募集中！
アーティストの作品制作補助や、芸術祭会
場での応対、イベント運営などにご協力い
ただける方を募集しています。
さまざまなサポーター活動を通して、この
芸術祭を一緒につくっていきませんか？
［応募方法］
芸術祭ホームページから申込、または登録
用紙を送付してください。
送付先：郵 送

　　　　FAX

〒310-8555
水戸市笠原町978-6
茨城県北芸術祭実行委員会事務局あて
029-301-2738
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議
員　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
住

民
の
方
々
が
助
け
合
っ
て
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

生
活
環
境
部
長　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で

市
町
村
長
を
直
接
訪
問
し
て
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を
働
き
掛
け
て
き
た
。
今

年
度
か
ら
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
「
い
ば
ら
き
防
災
大
学
」
の
開
催

回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

が
ん
予
防
の
た
め
に
は
健
康
的

な
生
活
習
慣
が
重
要
で
あ
り
、
が
ん
の

早
期
発
見
の
た
め
に
は
定
期
的
な
が
ん

検
診
の
受
診
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

広
く
県
民
に
健
康
的

な
生
活
習
慣
と
が
ん
予
防
に
関
す
る
知

識
の
普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
が

ん
検
診
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
関

係
機
関
が
連
携
し
て
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、
が
ん

検
診
の
受
診
促

進
に
一
層
努
め

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
小

貝
川
の
治
水
対

策
、
ニ
セ
電
話

詐
欺
対
策
な
ど

も
質
問
）

鈴木　亮寛 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

一括方式

議
員　

こ
れ
ま
で
の
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄

化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
評
価
結
果
を

踏
ま
え
、
第
十
七
回
世
界
湖
沼
会
議
を

契
機
と
し
た
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

霞
ヶ
浦
の
水
質
改
善
に
は
、
汚

濁
発
生
源
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
主
体

が
力
を
合
わ
せ
て
排
出
負
荷
の
削
減
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
県
民
総
参

加
で
水
質
浄
化
に
取
り
組
む
気
運
を
醸

成
し
、
流
域
全
て
の
関
係
者
が
役
割
分

担
し
な
が
ら
総
合
的
な
保
全
対
策
を
実

施
す
る
流
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー

ド
面
で
の
施
設
不
足
や
保
育
士
の
人
材

不
足
な
ど
、
複
数
の
発
生
要
因
が
考
え

ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
解
消
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

市
町
村
と
連
携
し
、

特
に
待
機
児
童
の
多
い
地
域
を
中
心
に

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進

め
る
ほ
か
、「
保
育
士
修
学
資
金
等
貸

付
事
業
」
の
実
施
や
県
子
育
て
人
材
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
就
職
支
援
な
ど
に
よ

り
、
保
育
士
の

確
保
を
図
っ
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
高

齢
者
虐
待
の
防

止
、
若
者
へ
の

就
職
支
援
な
ど

も
質
問
）

石塚　仁太郎 議員
いばらき自民党
坂 東 市 選 出  

一括方式

議
員　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
に
茨
城

県
文
化
振
興
条
例
が
制
定
・
施
行
さ
れ

た
が
、
文
化
振
興
の
さ
ら
な
る
推
進
に

向
け
た
基
金
の
活
用
方
法
は
。

知
事　

い
ば
ら
き
文
化
振
興
財
団
の
基

金
と
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
運
用
す
る

が
、
今
年
度
は
基
金
の
運
用
益
を
活
用

し
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展
に
取
り

組
む
「
伝
統
文
化
総
合
支
援
事
業
」
を

新
た
に
実
施
す
る
。
今
後
は
文
化
芸
術

の
専
門
家
な
ど
で
構
成
す
る
文
化
審
議

会
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
基
金
の
活

用
方
法
や
規
模
な
ど
を
検
討
す
る
。

議
員　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴

い
、
若
者
に
対
す
る
「
選
挙
制
度
を
学

ぶ
機
会
」
を
ど
の
よ
う
に
拡
大
・
充
実

さ
せ
て
い
く
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

高
等
学
校

な
ど
に
お
け
る
出
前
講
座
の
実
施
回
数

を
増
や
す
と
と
も
に
、
講
座
の
内
容
も

学
校
側
の
要
望
に
応
じ
て
よ
り
具
体
的

な
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
市
町
村
の
選

管
と
連
携
し
て
、
出
前
講
座
を
効
果
的

に
実
施
で
き
る
体
制
の
整
備
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
国
体
を
契
機
と
し
た

ド
ー
ピ
ン

グ
対
策
、

関
根
川
・

花
貫
川
の

河
川
整
備

な
ど
も
質

問
）

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高 萩 市 選 出  

一括方式

議
員　

犯
罪
被
害
者
が
す
ぐ
に
相
談
で

き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、
支
援
体
制
の

充
実
・
強
化
が
重
要
と
考
え
る
が
、
今

後
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

市
町
村
へ
働
き
掛
け

た
結
果
、
四
月
末
ま
で
に
全
市
町
村
に

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
た
。
今
後
は
窓

口
担
当
者
向
け
の
研
修
の
実
施
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
窓
口
応
対
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
講
演
会
の
開
催
数
を
増
や
す
な

ど
、
被
害
者
支
援
の
重
要
性
に
対
す
る

県
民
理
解
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
者
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る
。

 

老
朽
原
発
の
廃
炉

議
員　

六
月
二
日
、
東
海
第
二
発
電
所

内
の
廃
棄
物
処
理
施
設
で
放
射
性
廃
液

が
漏
れ
出
す
事
故
が
発
生
し
た
。
県
へ

の
速
報
開
始
時
刻
ま
で
、
二
時
間
か

か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
事
故
を
受
け
、

県
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

知
事　

日
本
原
電
か
ら
逐
次
情
報
収
集

し
、
県
民
に
公
表
し
た
。
翌
日
に
は
東

海
村
と
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
、
初

動
対
応
を
含
め
原
因
究
明
や
再
発
防
止

策
の
検
討
な
ど
の
要
請
を
行
っ
た
。
今

後
、
日
本
原
電
の
対
応
状
況
の
報
告
を

受
け
、
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い
く
。

議
員　

台
風
な
ど
で
恋
瀬
川
が
氾
濫
す

る
た
び
、
河
川
改
修
事
業
区
間
よ
り
上

流
区
間
に
お
い
て
、
住
宅
浸
水
な
ど
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

今
般
、
国
な
ど
と
の
協
議

の
結
果
、
上
流
区
間
約
六
・
四
㌔
に
つ

い
て
、
事
業
区
間
の
延
伸
が
決
定
し
た
。

事
業
完
了
ま
で
に
相
当
な
時
間
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
流
れ
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
約
二
㌔
区
間

を
先
行
し
て
、
今

年
度
か
ら
掘
削
工

事
に
着
手
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
支
援
、

命
を
つ
な
ぐ
移
植

医
療
な
ど
も
質
問
）

議
員　

鬼
怒
川
の
堤
防
整
備
で
は
宅
地

側
の
法
面
強
化
を
国
に
要
請
す
べ
き
で

あ
る
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
拡

充
も
国
に
要
請
し
、
実
現
す
る
ま
で
県

独
自
の
上
乗
せ
を
す
べ
き
だ
が
所
見
は
。

知
事　

堤
防
整
備
は
、
現
在
の
計
画
を

迅
速
か
つ
着
実
に
、
一
日
で
も
早
く
進

め
て
い
た
だ
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

支
援
金
の
拡
充
は
引
き
続
き
粘
り
強
く

国
に
働
き
掛
け
る
。
災
害
の
規
模
に

よ
っ
て
は
極
め
て
多
額
に
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
県
単
独

の
負
担
措
置
は
難

し
い
。

（
ほ
か
に
、
知
事

の
政
治
資
金
、
特

別
支
援
学
校
の
新

設
な
ど
も
質
問
）

戸井田　和之 議員
無 　 所 　 属
石 岡 市 選 出  

一括方式

山中　たい子 議員
日 本 共 産 党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

待
機
児
童
へ
の
対
策

恋
瀬
川
の
氾
濫
対
策

世
界
湖
沼
会
議
を
契
機
と
し
た

霞
个
浦
の
水
質
浄
化

犯
罪
被
害
者
の
支
援
体
制
強
化

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進

文
化
振
興
条
例
の
推
進
と

基
金
の
活
用

若
者
に
対
す
る

「
選
挙
を
学
ぶ
機
会
」
の
確
保

豪
雨
災
害
対
策

が
ん
予
防
の
推
進
と
が
ん
検
診
の

受
診
促
進

いばらき防災大学における講習会の様子

県民総参加での水質浄化が
求められる霞ヶ浦

出前講座の様子

犯罪被害者支援街頭キャンペーンの様子

廃棄物処理施設への立ち入り調査の様子

６
月
９
日︵
木
︶

　

鈴す
ず
き木　

　

亮
り
ょ
う
か
ん寛　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

石い
し
つ
か塚　

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之　

︵
無　
　

所　
　

属
︶

６
月
10
日︵
金
︶

　

岡お
か
だ田　

　

拓た
く
や也　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ　
︵
日
本
共
産
党
︶

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

６
月
13
日︵
月
︶　

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む　

︵
公　
　

明　
　

党
︶

　

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

横よ
こ
や
ま山　

　

忠
ち
ゅ
う
い
ち市　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

一般質問（要旨）
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一般質問（要旨）

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

第2回定例会の主な日程

議
員　

水
害
か
ら
命
を
守
る
施
策
と
し

て
「
流
す
・
貯
め
る
・
備
え
る
」
対
策

を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
治
水
対
策
が
必

要
で
あ
り
、
総
合
治
水
対
策
の
条
例
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

が
、
所
見
は
。

知
事　

総
合
治
水
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
近
々
庁
内
部
局
横
断
的
な
連
絡
調

整
会
議
を
発
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本

年
秋
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
う
予
定

で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続

し
て
進
め
、
条
例
制
定
の
必
要
性
や
有

効
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
が
完
全

施
行
さ
れ
、
対
象
と
な
っ
た
企
業
な
ど

は
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に

つ
い
て
「
事
業
主
行
動
計
画
」
を
策
定

し
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
対
象
外

の
企
業
な
ど
に
も
計
画
策
定
を
働
き
掛

け
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　
「
い
ば
ら
き
女

性
活
躍
推
進
会
議
」
を
中
心
に
、
女
性

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方

策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
対
象
外
の

企
業
に
対
し
て
も
実
情
に
即
し
た
計
画

の
策
定
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

本
県
で
は
、
昨
年
の
関
東
・
東

北
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
法
律
の
対
象

外
の
住
宅
半
壊
世
帯
に
対
し
、
特
例
的

に
独
自
の
支
援
策
を
導
入
し
た
が
、
熊

本
地
震
を
受
け
、
地
震
を
含
め
て
制
度

を
恒
常
化
す
べ
き
で
あ
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

こ
の
支
援
策
は
、
多
く
の
被
災

者
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
市
町
村
の
理

解
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
震
も
含

め
た
自
然
災
害
に
備
え
て
、
恒
常
的
に

制
度
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
国
に
も
法

に
よ
る
支
援
を

引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
待
機

児
童
対
策
、
西
田

川
、
桂
川
・
江
川

の
河
川
整
備
な

ど
も
質
問
）

議
員　

昨
年
五
月
に
涸
沼
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
も
涸
沼
周
辺
に
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
促
進
す
べ
き

だ
が
、
所
見
は
。

生
活
環
境
部
長　

こ
れ
ま
で
も
国
に
は

セ
ン
タ
ー
誘
致
の
要
望
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
、
涸
沼
の
特
長
や
地
元
の

気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
国

に
強
く
訴
え
な
が
ら
、
地
元
市
町
な
ど

と
連
携
し
、
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
県

道
内
原
塩
崎
線

と
塩
ヶ
崎
茨
城

線
の
整
備
、
飼

料
用
米
と
稲
発

酵
粗
飼
料
の
推

進
な
ど
も
質
問
）

 

農
業
後
継
者
の
確
保
育
成

議
員　

鹿
行
地
域
の
農
業
を
振
興
し
て

い
く
上
で
、
農
業
後
継
者
の
確
保
育
成

が
重
要
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
が
進
む

中
、
い
か
に
新
た
な
担
い
手
を
確
保
し

育
成
し
て
い
く
の
か
。　

農
林
水
産
部
長　

県
農
林
振
興
公
社
の

就
農
相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
新
や
就

農
相
談
会
の
開
催
回
数
の
倍
増
な
ど
に

よ
り
、
就
農
希
望
者
の
呼
び
込
み
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、「
茨
城
農
業
担
い

手
育
成
応
援
事
業
」
に
よ
り
、
新
規
就

農
者
が
産
地
で
定
着
で
き
る
よ
う
、
き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

議
員　

原
子
力
行
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
集
約
し
、
県
民
に
対
し
一

元
的
に
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
、
原
子
力
に
対
す
る
理
解
を
促

進
す
る
た
め
に
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

知
事　

原
子
力
や
放
射
線
の
有
用
性
に

関
す
る
情
報
、
緊
急
被
ば
く
医
療
に
関

す
る
情
報
、
各
種
の
放
射
能
検
査
結
果

な
ど
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
集
約
し
て

掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
容
易
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
工

夫
す
る
ほ
か
、
各
種
広
報
用
冊
子
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

鹿
行
地
域
に
お
け
る
地
域
医
療

構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者

間
で
十
分
な
議
論
を
行
い
、
地
域
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
構
想
を
策

定
す
べ
き
で
あ
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

地
域
の
関
係
者
が
参

加
す
る
鹿
行
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

に
お
い
て
、
医
師
確
保
対
策
や
救
急
搬

送
体
制
の
整
備
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
な
ど
の
協
議
を
進
め
、
地
域

の
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
向
け
関
係

者
と
と
も
に
全

力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地

方
創
生
へ
の
取

り
組
み
、
霞
ヶ

浦
の
水
質
浄
化

な
ど
も
質
問
）

議
員　

東
海
・
ひ
た
ち
な
か
地
区
と
そ

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
一
帯
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
重
要
地
点
と
し
て
、
二
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
※
の
有
効
活
用
も
含
め
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

企
画
部
長　

国
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
、

研
究
機
関
、
地
元
市
町
村
と
連
携
し
、

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
活
用
し
た
革
新
的
技

術
の
創
出
や
、
燃
料
電
池
や
水
素
製
造

に
係
る
研
究
開
発
を
促
進
し
て
い
く
。 

（
ほ
か
に
、
広
域
避
難
計
画
の
実
践
的

な
運
用
、

原
子
力
・

高
エ
ネ
ル

ギ
ー
物
理

学
研
究
の

推
進
な
ど

も
質
問
）

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
東茨城郡南部選出

一括方式

下路　健次郎 議員
いばらき自民党
那 珂 郡 選 出  

一括方式

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水 戸 市 選 出

一括方式

横山　忠市 議員
いばらき自民党
行 方 市 選 出  

一括方式

大
規
模
地
震
に
対
す
る

今
後
の
災
害
対
応

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
を

踏
ま
え
た
総
合
治
水
対
策

本
県
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
推
進

原
子
力
行
政
に
係
る
情
報
の

一
元
的
な
発
信

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
地
域
と
し
て
の

「
東
海
・
ひ
た
ち
な
か
地
区
」

涸
沼
エ
リ
ア
に
お
け
る

水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

鹿
行
地
域
に
お
け
る

地
域
医
療
の
充
実
推
進

 

知
事
提
出

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
茨
城
県
議
会
議
員
及
び
茨
城
県

知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も

園
、
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園

及
び
地
方
裁
量
型
認
定
こ
ど
も

園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
児
童
福

祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
鹿
島
臨
海
都
市
計
画
下

水
道
事
業
及
び
流
域
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
建
築
基
準
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

ほ
か
五
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処

分
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か
ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁

を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

ことば ※【二次エネルギー】…石油、石炭、天然ガスなどの一次エネルギーを、使い方に応じて精製・加工した、電気やガソリン、ガスなどのこと。

関東・東北豪雨災害の状況（常総市） いばらき女性活躍推進会議の様子

各種広報用冊子のさらなる充実を就農相談会（新農業人フェア）の様子

　平成28年第2回定例会は、以下の会期日程で
開催されました。

■６月６日（月）
（開会、知事提出議案説明）

■６月９日（木）

　　　10日（金）

　　　13日（月） （一般質問・質疑）

■６月15日（水）

■６月17日（金）

■６月20日（月）

■６月21日（火）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

｝
本 　 　 会 　 　 議

本 　 　 会 　 　 議

本 　 　 会 　 　 議

常 任 委 員 会

大規模災害対策調査特別委員会

国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会
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総務企画委員会

防災環境商工委員会

保健福祉委員会

常任委員会の審査から
問　

県
北
芸
術
祭
の
現
在
の
ポ
ス

タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
芸

術
祭
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か

り
に
く
い
。
も
う
少
し
具
体
的
な

情
報
を
出
し
て
い
く
べ
き
段
階
で

は
な
い
か
。

答　

六
月
下
旬
の
企
画
発
表
会
に

合
わ
せ
、
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新

す
る
。
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
や
会
場

情
報
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
名
前
も

入
っ
た
分
か
り
や
す
い
も
の
と
し
、

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

問　

選
挙
権
年
齢
が
満
十
八
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら

は
有
権
者
が
二
％
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
新
た
に
有
権
者
と
な
る
若

者
に
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
と
は
。

答　

高
等
学
校
や
大
学
な
ど
へ
県

選
挙
管
理
委
員
会
職
員
を
派
遣
し
、

投
票
参
加
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
等
学
校
に
お
け
る
主
権
者
教
育

の
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、
県

内
全
高
等
学
校

の
公
民
科
な
ど

の
教
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会

を
、
教
育
委
員

会
と
共
催
し
た
。

問　

本
県
の
女

性
職
員
活
躍
推

進
プ
ラ
ン
で
は
、
女
性
職
員
の
登

用
を
阻
害
す
る
い
く
つ
か
の
要
因

を
挙
げ
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

女
性
職
員
向
け
の
研
修
を
拡

充
・
実
施
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
な

ど
を
支
援
す
る
ほ
か
、企
画
立
案
・

調
整
部
門
へ
の
積
極
的
な
配
置
な

ど
に
よ
り
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

女
性
職
員
の
管
理
的
地
位
へ
の
登

用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

問　

Ｇ
７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技

術
大
臣
会
合
と
い
う
大
き
な
国
際

会
議
の
開
催
は
、
非
常
に
意
義
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
国
内
外
へ
の

情
報
発
信
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

答　

将
来
の
茨
城
・
つ
く
ば
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
に
、
科
学

技
術
大
臣
会
合
を
開
催
し
た
と
い

う
こ
と
を
、
将
来
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
こ
と
や
今
後
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
県
の
広
告
収
入
の
在

り
方
、
地
域
公
共
交
通
機
関
の
活

性
化
な
ど
も
質
問
）

問　

関
東
・
東
北
豪
雨
で
県
が

行
っ
た
災
害
対
応
に
つ
い
て
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

定
な
ど
対
策
を
進
め
ら
れ
る
も
の

は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
対
応

し
て
い
く
。
ま
た
、
県
地
域
防
災

計
画
に
つ
い
て
は
、
国
の
防
災
基

本
計
画
の
改
定
や
県
議
会
の
大
規

模
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
で

の
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、
年
度
末

を
目
途
に
必
要
な
改
定
を
行
う
。

問　

太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
導

入
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

に
向
け
た
市
町
村
と
の
調
整
状
況

は
。

答　

市
長
会
・
町
村
会
か
ら
推
薦

を
受
け
た
十
七
市
町
と
、
現
状
や

課
題
の
把
握
、
盛
り
込
む
べ
き
項

目
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
協
議
を

行
い
、
全
市
町
村
の
意
向
を
踏
ま

え
策
定
し
て
い
く
。

問　

小
規
模
企
業
の
場
合
、
海
外

展
開
を
自
ら
行
う
こ
と
は
困
難
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
企
業

に
対
す
る
支
援
の
状
況
は
。

答　

海
外
展
示
会
の
ブ
ー
ス
を
企

業
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
展
示

会
の
出
展
に
か
か
る
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
中
小

企
業
振
興
公
社
に
配
置
さ
れ
て
い

る
輸
出
拡
大
支
援
員
が
、
現
地
バ

イ
ヤ
ー
と
の
商
談
や
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
成
約
ま
で
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

観
光
客
の
誘
客
促
進
に
は
、

伝
統
工
芸
品
な
ど
を
活
用
し
た
体

験
型
観
光
の
充
実
が
有
効
と
考
え

る
が
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

機
織
り
や
陶
芸
な
ど
の
体
験

型
観
光
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
、
他
の
事
業
者

に
も
広
が
る
よ
う
働
き
掛
け
て
い

く
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、

旅
行
会
社
に
対
し
て
ツ
ア
ー
造
成

の
働
き
掛
け
を
行
う
な
ど
、
国
内

外
か
ら
の
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

（
ほ
か
に
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
へ
の
対
応
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
な
ど
も

質
問
）

問　

医
師
不
足
な
ど
で
厳
し
い
運

営
が
続
い
て
い
る
鹿
島
労
災
病
院

と
神
栖
済
生
会
病
院
の
再
編
統
合

を
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。
ま
た
、

県
の
支
援
は
。

答　

統
合
準
備
室
を
神
栖
済
生
会

病
院
内
に
設
け
、
両
病
院
や
神
栖

市
・
県
・
住
民
代
表
・
医
師
会
な

ど
で
構
成
す
る
再
編
統
合
協
議
会

を
夏
ま
で
に
は
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
財
政
支
援

に
つ
い
て
は
国
の
財
源
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。
県

と
し
て
も
医
療
提
供
体
制
の
再
構

築
に
向
け
、
市
と
と
も
に
最
大
限

の
努
力
を
し
た
い
。

問　

本
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
障

害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
地
域

協
議
会
を
県
内
全
市
町
村
に
設
置

す
る
こ
と
が
差
別
解
消
に
は
必
要

だ
と
考
え
る
が
。

答　

地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

六
月
時
点
で
十
六
市
町
村
が
設
置

済
み
で
あ
り
、
十
八
市
町
村
が
今

年
度
中
に
設
置
予
定
で
あ
る
。
残

り
の
市
町
村
に
対
し
て
も
設
置
を

積
極
的
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

問　

待
機
児
童
解
消
に
は
、
保
育

士
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
事

業
の
検
証
は
。　

答　

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
、
施
設
を
指
導
す
る
市
町
村

が
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
県
は
市

町
村
監
査
時
に
処
遇
改
善
の
状
況

確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
施
設
に
対
す
る
指
導
を
行
っ

て
い
く
。

問　

不
妊
治
療
の
ニ
ー
ズ
が
増
大

し
て
い
る
が
、
今
後
、
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

助
成
制
度
に
つ
い
て
幅
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
医
師
、
助

産
師
な
ど
の
医
療
技
術
者
を
配
置

す
る
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
専
門
の
相
談
以
外
に
、
一

般
の
方
向
け
に
、
不
妊
に
関
す
る

医
学
的
に
正
し
い
知
識
の
普
及
啓

発
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
者

に
対
す
る
精
神
医
学
的
治
療
、
子

ど
も
政
策
局
の
設
置
と
取
り
組
み

目
標
な
ど
も
質
問
）

新たな県北芸術祭のポスター

県災害対策本部における災害対応の様子

再編統合される神栖済生会病院

神
栖
市
と
と
も
に
最
大
限
の

努
力
を
し
た
い

鹿
行
医
療
圏
内
の
二
病
院
の

再
編
統
合
に
向
け
た
県
の
支
援
は

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

県
地
域
防
災
計
画
を
改
定
し
て
い
く

茨
城
県
北
芸
術
祭
の
具
体
的
な

情
報
を
出
し
て
い
く
べ
き
で
は

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
一
新
し
て
、

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
く

関
東
・
東
北
豪
雨
で
の
検
証
結
果
を

踏
ま
え
た
今
後
の
取
り
組
み
は



いばらき県議会だよりNo.196 2016年（平成28年）7月17日（日曜日）5

農林水産委員会

土木企業委員会

文教警察委員会

問　

常
総
市
に
お
け
る
関
東
・
東

北
豪
雨
の
被
災
農
地
お
よ
び
土
地

改
良
施
設
の
復
旧
に
向
け
た
県
の

取
り
組
み
お
よ
び
復
旧
費
用
は
。

答　

現
場
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

迅
速
に
復
旧
で
き
る
よ
う
県
西
農

林
事
務
所
の
各
部
門
が
被
害
状
況

の
把
握
や
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

地
元
の
市
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し

て
復
旧
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

今
年
の
作
付
に
間
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
な
お
、
常
総
市
の

農
地
お
よ
び
土
地
改
良
施
設
な
ど

の
復
旧
費
用
（
査
定
額
）
は
十
一

億
二
千
八
百
万
円
で
あ
る
。

問　

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
資
料
と

し
て「
い
ば
ら
き
食
彩
カ
タ
ロ
グ
」

を
作
成
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
消

費
者
向
け
の
Ｐ
Ｒ
資
料
も
作
成
し

て
は
ど
う
か
。

答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報

を
入
手
す
る
消
費
者
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
年
五
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
茨
城
を
た
べ

よ
う　

い
ば
ら
き
食
と
農
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
の
活
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

経
営
感
覚
に
優
れ
た
担
い
手

の
育
成
お
よ
び
法
人
化
を
ど
う
推

進
し
て
い
く
の
か
。　

答　

今
年
度
か
ら
経
営
管
理
能
力

の
向
上
を
図
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー

経
営
者
養
成
講
座
を
始
め
る
。
ま

た
、
財
務
・
労
務
管
理
な
ど
の
実

務
研
修
の
実
施
や
中
小
企
業
診
断

士
を
派
遣
す
る
な
ど
の
支
援
も
行

い
、
法
人
化
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

県
で
は
レ
ン
コ
ン
の
優
良
系

統
の
選
抜
を
進
め
て
い
る
が
、
何

を
主
眼
に
選
抜
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
選
抜
さ
れ
た
品
種
の
普
及

方
法
は
。

答　

味
や
外
観
品
質
に
優
れ
、
か

つ
、
掘
り
取
り
も
容
易
な
消
費
者

と
生
産
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
を
選
抜
し
て
い
る
。
ま

た
、
普
及
に
当
た
っ
て
は
、
県
内

の
主
要
産
地
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
い
ば
ら
き
れ
ん
こ
ん
広
域
銘
柄

推
進
協
議
会
」
と
連
携
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
常
陸
川
水
門
の
シ
ラ

ス
ウ
ナ
ギ
遡
上
へ
の
影
響
、
イ
ネ

縞し
ま
は
が
れ

葉
枯
病
の
発
生
状
況
と
防
除
対

策
の
指
導
な
ど
も
質
問
）

問　

現
在
の
入
札
契
約
制
度
の
中

で
、
地
元
建
設
業
者
が
疲
弊
し
て

い
る
。
自
然
災
害
の
多
発
な
ど
環

境
が
変
化
し
て
お
り
、
制
度
の
見

直
し
を
図
る
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
の
制
度
や
地
元
建
設
業
の

育
成
、
担
い
手
の
確
保
な
ど
の
課

題
を
考
慮
し
、
他
県
の
状
況
も
勉

強
し
な
が
ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
地
元
建

設
業
者
の
役
割
は
大
き
い
こ
と
か

ら
、
安
定
的
な
事
業
を
確
保
し
、

将
来
展
望
を
示
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
と
考
え
て
い
る
。

問　

合
併
特
例
債
に
よ
る
事
業
が

凍
結
さ
れ
た
県
道
下
太
田
鉾
田
線

の
造
谷
工
区
に
つ
い
て
、
県
と
し

て
ど
の
よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い

く
考
え
か
。

答　

当
該
道
路
は
、
地
元
鉾
田
市

が
、
こ
れ
ま
で
用
地
測
量
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
が
、
市
の
財
政
状

況
や
地
元
の
協
力
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
六

年
に
合
併
支
援
道
路
の
取
り
下
げ

を
行
っ
た
。
県
と
し
て
は
、
周
辺

の
道
路
整
備
状
況
を
勘
案
し
、
地

元
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

県
道
門
井
山
方
線
（
塩
子
地

区
）
に
つ
い
て
、
県
単
事
業
で
は

整
備
が
進
ま
な
い
た
め
、
国
の
交

付
金
で
整
備
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
交
付
金
事
業
化
の
見
通
し
は
。

答　

交
付
金
事
業
は
、
継
続
区
間

の
早
期
完
了
な
ど
効
率
的
に
整
備

を
進
め
る
た
め
国
に
要
望
し
て
い

る
が
、
内
示
の
状
況
は
厳
し
い
。

本
路
線
に
つ
い
て
も
、
事
業
採
択

に
向
け
工
夫
を
し
、
交
付
金
事
業

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

工
業
用
水
道
に
つ
い
て
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
で
管
路

の
継
手
部
が
抜
け
出
し
て
し
ま
っ

た
。
管
路
の
耐
震
化
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

答　

管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

継
手
部
の
離
脱
を
防
止
す
る
装
置

が
つ
い
た
耐
震
性
の
あ
る
新
し
い

管
に
更
新
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の

活
用
方
法
、
阿
見
吉
原
地
区
の
土

地
売
却
な
ど
も
質
問
）

問　

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
後
、

最
初
の
国
政
選
挙
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
、
教
育
長
の
所
感
は
。

答　

今
回
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き

下
げ
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

県
と
し
て
も
議
会
傍
聴
や
模
擬
選

挙
な
ど
、
高
校
生
の
政
治
的
教
養

を
育
む
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
き
た
。
高
校
生
が
率
先

し
て
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
、

若
者
の
政
治
離
れ
や
、
社
会
全
体

の
政
治
に
無
関
心
な
風
潮
を
打
破

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

問　

就
学
前
教
育
、
家
庭
教
育
の

推
進
に
あ
た
り
、
国
の
訪
問
型
家

庭
教
育
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
た

モ
デ
ル
地
区
の
高
萩
市
・
坂
東
市

に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
う
の
か
。

答　

複
雑
な
養
育
環
境
な
ど
に
よ

り
不
登
校
と
な
っ
た
児
童
や
、
他

地
域
か
ら
の
転
入
に
よ
り
孤
立
し

が
ち
な
家
庭
な
ど
、
地
域
ご
と
に

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
教

員
Ｏ
Ｂ
や
民
生
委
員
な
ど
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
材
を
活
用
し
て
支

援
す
る
取
り
組
み
を
行
う
。

問　

交
通
事
故
防
止
の
一
環
と
し

て
生
活
道
路
へ
の
整
備
を
進
め
て

い
る
「
ゾ
ー
ン
30
」※
の
設
置
効

果
は
。

答　

平
成
二
十
六
年
度
に
整
備
し

た
十
三
箇
所
を
調
査
し
た
結
果
に

よ
る
と
、
通
過
車
両
台
数
が
二
・

二
％
、
実
勢
速
度
は
九
・
六
％
減

少
し
、
ま
た
、
人
身
事
故
件
数
も

十
六
件
か
ら
七
件
に
減
少
す
る
効

果
が
出
て
お
り
、
引
き
続
き
整
備

に
努
め
て
い
く
。

問　

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
効
果
的
な
手
段

に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答　

被
害
多
発
の
際
に
は
、
県
民

に
向
け
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
注

意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
、
聞
き
取

り
や
す
い
呼
び
か
け
を
工
夫
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
り

効
果
的
な
広
報
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
特
別
支
援
学
校
卒
業

生
へ
の
就
職
支
援
、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
な
ど
も
質
問
）

ことば ※【ゾーン30】…生活道路における歩行者などの安全な通行を確保することを目的として、区域を定めて最高速度30キロメートル毎時の速度規制を実施し、通過交通や速度抑制など
を図る生活道路対策。

常総市三坂町の復旧後の水田

今
の
制
度
や
建
設
業
の
育
成
な
ど
の

課
題
を
考
慮
し
検
証
し
て
い
く

常
総
市
の
被
災
農
地
の

復
旧
状
況
は

復
旧
が
進
み
、

今
年
の
作
付
け
に
間
に
合
っ
た

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に

当
た
っ
て
の
所
感
は

政
治
的
教
養
を
育
み
、
若
者
の

政
治
離
れ
打
破
を
期
待
す
る

災
害
の
多
発
を
踏
ま
え
た
入
札

契
約
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

耐震性を有する水道管の敷設状況

県議会を傍聴する高校生
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委 員 会 活 動

新たな消防指令施設とものづくりの現場を調査（5/19）
　防災環境商工委員会（石田進委員長）の重点審査テーマ：生活環境部関係「人と自然が共生する持続可能な環境づくり」、
商工労働観光部関係「本県産業を支える人材の育成」

いばらき消防指令センター（水戸市） ㈱伊藤鋳造鉄工所（東海村）

　操業から70周年を迎えた㈱伊藤鋳造鉄工所は、平成20年度に経済
産業省「元気なモノづくり中小企業300社」に選定されたほか、いば
らき産業大賞奨励賞を受賞しています。
　会社の概要や各種活動について説明を受けた後、建機や車両用モー
ター、産業用機械などの部品を製造する工場の様子を視察しました。

　20消防本部の119番通報を一括受信し、迅速な指令業務を行う「い
ばらき消防指令センター」が、平成28年6月1日から稼働しています。
　通報受付から事案終了に至るまでの流れや、指令システムに関わる
各種装置の機能などについて説明を受けた後、指令室において実際の
指令業務を視察しました。

障害者就労の取り組みの現状について調査（5/18）
　保健福祉委員会（石井邦一委員長）の重点審査テーマ：「少子化対策の充実～子どもから高齢者まで安心して暮らせる社
会を目指して～」

こころみ学園（㈲ココ・ファーム・ワイナリー）（栃木県足利市） 水戸市社会福祉協議会　身体障害者就労支援施設
のぞみ・知的障害者就労支援施設はげみ（水戸市）

　「のぞみ」と「はげみ」では、障害がある利用者に対して、自立と社会
経済活動への参加を促進するため、訓練および職業の提供並びに日常
の生活支援を行っています。
　それぞれの施設における支援内容や利用者数および工賃の支払い状
況などについて説明を受けた後、利用者が生き生きと作業する様子や
作成・販売を行っている作品を視察しました。

　こころみ学園の園生と職員が生産する葡萄を（有）ココ・ファーム・
ワイナリーが買い取り、ワインの製造・販売をしています。中身を認
めてもらえるワインづくりに取り組んだ結果、九州・沖縄サミットの
晩餐会で使用されるなど高い評価を得ています。
　こころみ学園の概要、急斜面での作業が園生にいい影響を与えたこ
となどの説明を受けた後、こころみ学園の施設とワイナリーを視察し
ました。

委員会
総務企画 近未来技術への取り組み状況と新たなＬＮＧ基地を調査（5/26）

　総務企画委員会（横山忠市委員長）の重点審査テーマ：「未来を拓く新たな価値を生み出すイノベーション大県いばらき
づくり」

日立オートモティブシステムズ株式会社佐和事業所（ひたちなか市） 東京ガス株式会社日立ＬＮＧ基地（日立市）

　2020年に向けた天然ガスの需要増加に対応した製造・供給インフ
ラの柱の一つとして、東京ガス株式会社が初めて東京湾外に建設し、
本年３月に営業運転を開始した日立ＬＮＧ基地の概要やＬＮＧの特性
などについて説明を受けた後、最新の設計・建設技術を適用し、地上
式タンクとしては世界最大級のＬＮＧタンクを有する日立ＬＮＧ基地
内の調査を実施しました。

　県がロボットの実用化などに取り組む事業者を支援する「いばらき
近未来技術実証推進事業」で、自動車の安全運転支援や自動走行プロ
ジェクトに取り組んだ日立オートモティブシステムズ株式会社の概要
などについて説明を受け、テストコースでの試乗や、エンジン制御シ
ステム、ＨＥＶシステム、外界認識走行システムなどの開発・製造を
行う佐和事業所の現地調査を実施しました。

委員会
防災環境商工

委員会
保健福祉

※「いばキラ TV」（http://ibakira.tv）で
　委員会の県内調査の様子を配信しています。

調査に取り組んでいます。

センターの説明を受ける委員の様子 工場を視察する委員の様子

施設の説明を受ける委員の様子 作業を視察する委員の様子

同社の概要説明を受ける委員の様子 LNG の概要説明などを受ける委員の様子
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閉 会 中 の
地理的表示保護制度（G1）の取り組みと関東・東北豪雨からの復旧状況などを調査（5/20）
　農林水産委員会（舘静馬委員長）の重点審査テーマ：「国内外の消費者の信頼に応え、確固たる地位を築く農林水産業の
実現」

稲敷農業協同組合江戸崎南瓜部会（稲敷市） 常総ひかり農業協同組合水海道カントリーエレベーター（常総市）

　水海道カントリーエレベーターは、平成27年9月の関東・東北豪雨
により、低温倉庫や機械設備の被害のほか、施設内に保管してあった
米1,850tが被災しました。
　激甚災害に指定されたことから、施設の復旧に当たっては、国の災
害、復旧事業を活用し、平成28年3月に復旧工事が完了しました。
　具体的な被災状況、復旧状況について説明を受けるとともに、復旧
した施設の様子を視察しました。

　江戸崎南瓜部会は、完熟収穫と厳格な出荷規格により、徹底した品
質管理に取り組んでいます。平成27年12月には、「江戸崎かぼ
ちゃ」が県内初の地理的表示保護制度（ＧＩ）の認定を取得しました。
　同部会の取り組みなどについて説明を受けた後、ほ場の視察を行い
ました。

委員会
農林水産

それぞれの委員会で個別の審査テーマを設定し、

特別支援学校の状況と活力ある学校づくりの現場などを調査（5/23）
　文教警察委員会（村上典男委員長）の重点審査テーマ：「子どもたちの自主性・自立性の育成」

県立水戸聾学校（水戸市） 県立真壁高等学校　稲荷原農場（桜川市）

　農業関連学科を中心とした生徒の農産物、加工品販売、地域貢献活
動の状況や、平成30年度からの類型コース設置に向けた活力ある学
校づくりについて説明を受けた後、石材加工実習室など農場内の施設
の視察を行いました。

　水戸聾学校の概要および児童・生徒一人ひとりの聴覚障害の実態に
応じた教育方法や普通科と専門学科からなる高等部の教育について説
明を受けた後、幼稚部、小学部、高等部の授業の様子および寄宿舎の
視察を行いました。

県道下太田鉾田線整備事業と鹿島海岸津波・高潮対策事業などを調査（5/12）
　土木企業委員会（萩原勇委員長）の重点審査テーマ：「住みよさ日本一を目指す社会資本整備等の充実」

県道下太田鉾田線整備事業（鉾田市） 鹿島海岸津波・高潮対策事業（鹿嶋市）

　茨城沿岸津波対策検討委員会での結果を踏まえ、現況の堤防高が低
い区間について、東日本大震災の復興事業として堤防嵩上げ工事を進
めており、その概要について、潮来土木事務所から説明を受け、現地
調査を実施しました。

　本路線は、震災時の緊急輸送道路である国道51号の代替ルートの
機能を果たす路線となっていますが、幅員が狭く、緊急車両などの通
行に支障があります。
　このため、常磐地内から造谷地内までの延長1.8kmの区間について
道路改良整備を行っており、その概要について、鉾田工事事務所から
説明を受け、現地調査を実施しました。

委員会
土木企業

委員会
文教警察

ほ場を視察する委員の様子 復旧状況を視察する委員の様子

授業を視察する委員の様子 施設を視察する委員の様子

整備の概要説明を受ける委員の様子 工事の現地調査を行う委員の様子
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この広報紙は再生紙を使用しています

　

六
月
二
十
一
日
に
「
こ
れ
か
ら

の
地
域
活
性
化
と
地
方
自
治
体
」

と
題
し
て
、
県
議
会
主
催
の
講
演

会
を
県
議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
防
災
・
都
市
政
策

の
専
門
家
で
あ
り
、
石
原
慎
太
郎

東
京
都
知
事
時
代
の
副
知
事
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
現
在
、
明
治
大
学

公
共
政
策
大
学
院
の
青
山
佾や
す
し

教
授

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

青
山
教
授
か
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
問
題
を

例
に
し
な
が
ら
、「
人
口
が
減
少

す
る
中
、
高
密
度
化
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
が
重
要
で
あ
り
、
ま

ち
の
衰
退
に
対
応
し
て
全
体
の
機

能
を
ど
の
よ
う
に
更
新
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
成
熟
社
会
は
、
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
経
済
の

低
成
長
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け

で
は
な
く
、
人
々
が
生
活
の
質
の

豊
か
さ
を
追
求
し
て
い
く
の
で
、

こ
こ
に
地
方
自
治
体
の
役
割
が
あ

る
」
な
ど
、
今
後
の
地
域
活
性
化

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
貴
重
な
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　次回の、平成28年第3回定例会は、9月5日から30日までの
26日間の会期日程で開催される予定です。

関
東
甲
信
越
一
都
九
県
議
会
議
長
会
に
出
席
し
ま
し
た

　

五
月
二
十
三
日
、
東
京
都
新
宿

区
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
関
東

甲
信
越
一
都
九
県
議
会
議
長
会
」

が
開
催
さ
れ
、
本
県
議
会
か
ら
小

川
一
成
議
長
お
よ
び
川
津
隆
副
議

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は

各
都
県
が
国
へ
対
応
を
求
め
る
要

望
事
項
十
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

本
県
の
小
川
議
長
は
、
公
共
事
業

予
算
の
増
額
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
要
望
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

各
都
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

七
月
開
催
予
定
の
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
定
例
総
会
に
お
い
て
、

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
議
題
と

し
て
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国

会
お
よ
び
政
府
関
係
機
関
へ
要
望

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
決
算
、
同
特
別
会
計
決
算
お
よ
び
同
公
営
企
業
会
計
決
算

を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
審
査
す
る
た
め
、
六
月
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
十
五
名
の
委
員

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

お知らせ

こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

委
員
長
　
鈴
木
　
　
亮
寛

副
委
員
長
　
鈴
木
　
　
定
幸

委
　
　
員
　
森
田
　
　
悦
男

　  

〃 

　
　
山
岡
　
　
恒
夫

　  

〃 

　
　
石
田
　
　
　
進

委
　
　
員
　
西
野
　
　
　
一

　  

〃 

　
　
外
塚
　
　
　
潔

　  

〃 

　
　
中
村
　
　
　
修

　  

〃 

　
　
水
柿
　
　
一
俊

　  

〃 

　
　
安
藤
　
真
理
子

委
　
　
員
　
髙
橋
　
　
勝
則

　  

〃 

　
　
川
口
　
　
政
弥

　  

〃 

　
　
齋
藤
　
　
英
彰

　  

〃 

　
　
田
村
　
け
い
子

　  

〃 

　
　
江
尻
　
　
加
那

　
六
月
二
十
一
日
付
で
、
神
達
岳
志
議
員︵
常
総
市
選
出
︶が
辞
職
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
日
付
で
、
情
報
委
員
会
委
員
長
に
鈴
木

亮
寛
議
員
、
大
規
模
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
副
委
員
長
に
舘
静

馬
議
員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
県
議
会
議
事
堂

以
外
の
場
所
に
お
い
て
文
教
警

察
委
員
会（
村
上
典
男
委
員
長
）

お
よ
び
保
健
福
祉
委
員
会（
石

井
邦
一
委
員
長
）を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

県
政
の
課
題
に
関
す
る
委
員

会
審
査
の
様
子
を
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

出
前
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

︻
文
教
警
察
委
員
会
︼

　

日
時　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日（
木
）　

午
後
一
時
三
十
分
開
会

　

場
所  

県
北
地
区
で
開
催
予
定

　

内
容（
予
定
）

　
　
「
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
・
自
立
性
の
育
成
」

︻
保
健
福
祉
委
員
会
︼

　

日
時　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日（
水
）　

午
後
一
時
三
十
分
開
会

　

場
所  

県
南
地
区
で
開
催
予
定

　

内
容（
予
定
）

　
　
「
少
子
化
対
策
の
充
実

　
　

～
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
～
」

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

県
議
会
議
事
堂
の
見
学
に
つ
い
て

県
議
会
議
事
堂
の
う
ち
、
以
下
の
場
所

は
ど
な
た
で
も
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

︻
見
学
時
間
︼九
時
～
十
七
時︵
土
・

日
・
祝
日
な
ど
は
お
休
み
で
す
。︶

※
議
会
会
期
中
は
、
傍
聴
の
方
以
外
の

　

自
由
見
学
は
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
。

●
議
会
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
︵
議
事
堂
一
階
︶

茨
城
県
議
会

の
歴
史
や
仕

組
み
の
ご
紹

介
、
貴
重
な

歴
史
資
料
、

県
議
会
の
最

新
情
報
な
ど

を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

●
大
会
議
室︵
議
事
堂
一
階
︶

明
治
十
二
年

か
ら
今
日
ま

で
の
、
茨
城

県
議
会
の
歴

代
正
副
議
長

肖
像
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま

す
。

●
本
会
議
場︵
議
事
堂
五
階
︶

五
階
傍
聴
席

か
ら
本
会
議

場
の
様
子
を

ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
団
体
見
学
を
ご
希
望
の
方
は

団
体（
十
名
以
上
）で
の
見
学
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
議
会
事
務
局
総
務

課（
○
二
九
︱
三
○
一
︱
五
六
一

三
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は

見
学
に
つ
い
て
の
ご
質
問
に
つ
い

て
も
、
議
会
事
務
局
総
務
課（
○
二

九
︱
三
○
一
︱
五
六
一
三
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
議
事
堂
二
階

で
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン「
マ

ル
シ
ェ
」
が

営
業
し
て
お

り
ま
す
。

（
ラ
ン
チ
の

み
営
業
）

本県の提出議案を説明する小川一成議長
（右側は川津隆副議長）青山教授による講演会の様子

県議会を
傍聴しませんか

　本会議は、県議会議事堂５階の受
付で住所と氏名を記入すると傍聴で
きますので、ぜひお越しください。
　また、児童および乳幼児連れの
方は、県議会議事堂１階の議会ＰＲ
コーナーと５階の傍聴者ロビーおよ
び行政棟２階の県政シアターで本会
議の中継をご覧いただけます。
　なお、授乳室やおむつ替えスペー
スをご希望の方には部屋をご用意い
たしますので、職員にお気軽に声を
お掛けください。
　その他、手話通訳や委員会の傍聴
など詳細については、県議会事務局
議事課にお問い合わせください。

お問い合わせ先

月日 曜 議 事 予 定

9 . 5 月 議会運営委員会、本会議（開会、知事提出議案説明）

6 火 休会（議案調査）

7 水 休会（議案調査）

8 木 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）

9 金 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）

10 土
11 日
12 月 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

13 火 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

14 水 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

15 木 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

16 金 休会（委員会審査準備）

17 土
18 日
19 月 （敬老の日）

20 火 休会（常任委員会）

21 水 休会（常任委員会）

22 木 （秋分の日）

23 金 議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係議案予算特別委員会再付託）

24 土
25 日
26 月 休会（決算特別委員会）

27 火 休会（予算特別委員会）

28 水 休会（大規模災害対策調査特別委員会）

29 木 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）

30 金 議会運営委員会、本会議（委員長報告、採決、閉会）

議
会
人
事

電　話　029-301-5634


